










































































































































































アカデミーが神話や聖書や古代の文芸に着想を得た歴史画を絵画ジャンルの最高位に位置づけると、画家たちは、時には神話が語る美しい女神や妖精の逸話を隠れ蓑にするかのようにして堂々と多くの裸婦 描くようになる。そのようにして、時代ととも 裸婦画を芸術作品として受け入れる土壌ができていった。しかし マネの︽草上 昼食︾や︽オランピア︾のように、 こに描かれ い 裸婦がいかなる理想化もなされることなくあまりにも現実味を帯びた姿である き、そ 作品は厳しく批判されたのであ 。　
モディリアーニは、着衣と無着衣とを問わず古典派の画家たちのよう











































































































































































































































したこと、それと同時に、目 人間存在の本姓を暴いてしまうのを回避しようとしたことは明らかである﹂と う指摘もある。鑑賞者は肖像が発する視線に遭遇しなくなるその瞬間から 描かれている人物に触れることよりも、絵をあるがままに受け入れることになるという である。　
盲目性と左右非対称
目が人物の肖像から人間的感情を隠し、その結
果として、鑑賞者はモデルの肖像 視線 惑わされることなく作品に対峙できるという解釈は キュビスム的手法で描か た初期の作品については成り立つ見解かも れない。しかし、そのような解釈を写実的な肖像を含むおよそ七割の不思議な目 した人物画全体 当てはめ はとうてい不可能である。　
目は心の窓であり、目は口ほどにものを言う。わが目をひらいていよ





















































































































































れている。モディリアーニが自らシュルヴァージュに言った言葉に即して解釈するならば、画中の画家が画面には見えないキャンバスに描きつつあるのは彼が彼自身の心のなか 見ている風景ということになる。しかし、そのような心の風景は、なかば力 く絵筆をおいた画家 姿そのものが暗示しているように、画家とし の使命に燃えるひたむきな意思が支配する世界ではありえない。薬や ルコール 過度の摂取と過労が日々深刻さを増すなかでモディリアーニに見えていたの 、薄暮のように影の薄い、かさかさとした人間の風景であ た 相違ない。　
片目をふさがれたモディリアーニのモデルたちはかろうじて外界を見
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